
説

文

所

引

詩

試

釈

目IJ

にコ

清
代
の
説
文
学
は
乾
嘉
の
時
代
に
高
潮
に
達
し
、
の
ち
王
鋳
に
至

つ
て
は
説
文
の
体
例
、
文
字
学
の
規
則
を
探
索
整
理
し
て
『
説
文
釈

例
』
の
大
輪
を
開
花
さ
せ
た
。
こ
こ
に
繍
熟
を
駆
め
た
と
言
う
べ
き

で
あ
る
。

そ
の
た
め
説
文
分
析
に
す
で
に
寸
地
の
残
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
こ

と
を
痛
感
す
る
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
小
論
の
関
心
は
、
説
文
所
引

経
文
法
の
各
経
に
お
け
る
特
性
@
差
異
で
あ
る
。

加
の
機
会
(
『
説
文
所
引
春
秋
伝
試
釈
ち
に
は
①
今
古
文
説
並
列

呈
示
、
②
師
資
相
承
、
③
文
脈
問
示
に
よ
る
語
義
区
分
、
③
主
義
確

定
・
多
義
反
一
刻
、
⑤
同
義
連
用
・
関
用
、
⑥
字
体
、
⑦
一
地
二
名
・

一
名
二
地
な
ど
の
項
目
を
設
け
て
、
説
文
に
春
秋
左
氏
伝
が
引
用
さ

れ
る
場
合
の
特
徴
に
つ
き
記
述
し
て
あ
る
。

所
引
詩
の
特
性
に
所
引
春
秋
伝
と
濃
淡
を
伴
い
な
が
ら
重
複
す
る

望

澄

月

査

と
こ
ろ
も
あ
り
、
し
な
い
部
分
は
勿
論
大
き
い
。

一
所
引
諸
経
に
お
い
て
、
そ
の
引
用
意
図
に
差
異
が
あ
る
は
ず
で
あ

る。
漢
書
、
芸
文
志
に
は
、

昔
、
仲
尼
没
し
て
徴
一
一
一
一
口
は
絶
え
、
七
十
子
こ
の
世
を
去
っ
て
大
義

は
誘
い
た
。
そ
の
た
め
春
秋
は
五
つ
、
詩
は
四
つ
に
分
か
れ
た
。

友
楽
の
心
は
感
じ
て
歌
詠
の
声
が
発
せ
ら
れ
、
そ
の
言
葉
を
削
附
議

す
れ
ば
、
そ
れ
は
詩
、
そ
の
声
を
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
て
歌
え
ば
、

そ
れ
は
歌
、
で
あ
る
。

孔
子
は
も
っ
ぱ
ら
周
の
詩
か
ら
三
百
五
篇
を
選
び
取
っ
た
。
秦
の

焚
書
の
災
難
に
遭
っ
て
な
お
詩
が
安
全
で
あ
っ
た
わ
け
は
、
詩
が

人
の
口
に
歌
わ
れ
て
、
た
だ
竹
吊
に
書
き
と
め
ら
れ
た
だ
け
の
他

の
古
典
と
違
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
る
点
に
、
説
文
所
引
詩
の
意
味
特
性
が
す
で
に
指
示
さ
れ

て
い
る
。
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即
ち
、
朗
読
の
詩
一
語
に
は
必
然
的
に
重
ニ
一
一
口
@
連
語
・
押
韻
の
諸
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
王
錆
に
は
『
毛
詩
重

一
一
一
一
こ
な
る
分
析
が
あ
る
の
も
う
ベ
な
わ
れ
る
。

し
か
も
、
字
書
で
あ
る
説
文
に
と
っ
て
は
、
字
形
の
問
題
は
免
れ

難
い
。
し
か
し
、
字
形
の
問
題
と
し
て
『
詩
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と

『
春
秋
伝
』
の
場
合
に
比
べ
て
も
多
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。

宋
の
隙
振
孫
、
直
斎
は
ご
臨
斎
書
録
解
題
』
小
学
類
に
お
い
て

『
韻
補
』
の
業
績
を
評
価
し
な
が
ら
、
こ
の
漢
書
、
芸
文
志
を
承
け

る
か
の
ご
と
く
に
し
て
、

昔
の
詩
を
学
ぶ
者
は
多
く
の
場
合
、
調
諭
し
て
愛
好
し
た
の
で
、

た
だ
単
に
竹
島
に
盟
国
い
た
ま
ま
で
は
す
ま
さ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
ま
た
一
方
、
竹
内
巾
の
伝
え
る
も
の
は
文
字
に
過
ぎ
な
い
。
だ

か
ら
、
そ
の
戸
音
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
(
略
)
陸
徳
明

は
「
燕
燕
詩
」
で
、
十
日
人
は
押
韻
が
緩
く
字
を
改
め
る
の
に
も
面

倒
が
ら
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誠
に
明
言
で
あ

る。

と
述
べ
、
こ
の
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
ま
た
願
炎
武

2
日
学
五
番
』

中
に
引
か
れ
て
い
る
。

字
形
を
論
ず
る
に
詩
を
も
っ
て
引
用
す
る
、
そ
の
縁
悶
は
誠
に

『
経
典
釈
文
』
毛
詩
音
義
も
指
摘
す
る

〔
子
南
)
今
諮
古
人
韻
絞
、
不
煩
改
字
。

の
「
不
煩
改
字
」
に
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
小
論
も
字
形
の
問
題
か
ら
逐
次
推
論
し
て
い
く
こ
と
と
し

-、。

中
心

3
U

本

~ 
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ー
、
字
形
(
な
い
し
判
部
の

論
語
、
陽
貨
に
「
詩
は
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
」
と
詩
を
学

ぶ
こ
と
の
効
用
の
一
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
説
文
、
州
部
第

十
二
、
文
四
百
四
十
五
中
に
引
か
れ
る
詩
の
引
用
度
数
は
さ
ぞ
か
し

多
か
ろ
う
と
す
る
予
想
に
反
し
て
、
実
際
に
は
二
十
八
字
に
過
ぎ

ず
、
う
ち
、
純
然
た
る
草
名
は
十
五
字
に
限
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
州
部
中
、
諸
経
引
用
中
、
春
秋
伝
二
例
を
最
高
と
し
て

他
経
か
ら
の
引
用
は
な
お
甚
だ
少
い
点
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
確
か
に

多
い
と
言
え
ば
多
い
。
が
、
水
部
第
四
百
十
、
文
四
百
六
十
八
中
、

所
引
詩
字
数
二
十
九
字
と
比
較
し
た
と
き
大
差
は
見
ら
れ
な
い
。

州
・
水
各
部
に
お
け
る
、
詩
の
引
用
字
率
は
、
い
ず
れ
も
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
草
木
の
言
語
材
料
に
詩
の
引
用
を
選

ん
だ
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

で
は
、
詩
は
な
ぜ
引
か
れ
る
か
。
煩
を
避
け
る
た
め
今
、
草
名
十

五
字
の
場
合
の
実
態
を
と
ハ
ノ
あ
げ
て
考
え
る
。
装
文
は
隷
書
に
書
き

〔
〕
に
入
れ
て
示
す
。
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③
字
形

O
説
文
〔
悲
〕
令
人
忘
一
愛
之
州
也
。

〔
媛
〕
或
日
肌
媛
。

〔
萱
〕
或
川
公
立
。

O
今
作
ハ
毛
詩
)

駕
得
一
歳
草
。

日
安
得
怒
川
。

こ
の
よ
う
に
説
文
自
体
に
或
体
が
列
挙
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
段
玉

裁
の
「
今
作
」
の
注
を
待
つ
ま
で
も
な
く
現
通
行
の
詩
と
字
形
が
兵

な
る
も
の
が
、
合
わ
せ
て
十
五
宇
中
九
字
に
達
す
る
。

③
連
語

〔十九〕

日
十
九
斑
之
校
。

で
一
草
を
表
す
も
の
が
一
例
あ
る
。

。
そ
の
他

こ
の
よ
う
に
字
形
@
連
誌
を
そ
の
引
用
の
主
悶
と
見
て
除
外
し
て

見
て
く
る
と
、
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
と
い
う
詩
が
、
州
部
で
活
用

さ
れ
て
い
る
の
は
、
よ
く
み
て
も
た
だ
の
五
字
だ
け
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
く
る
。

し
か
も
、
今
、
こ
の
五
字
、
軽
・
誌
@
丈
了
萎
・
茄
に
つ
い
て
も

子
細
に
観
察
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
段
玉
裁
が
〔
拾
〕
字
の
注
で
指
摘

す
る
よ
う
な
問
題
で
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
般
に
説
文
で
は
宇
仏
教
を
解
説
し
た
上
に
経
を
引
用
し
て
、
そ
の

意
味
を
解
釈
す
る
場
合
、
'
経
の
解
説
と
字
の
解
説
と
が
異
な
っ
て

い
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
、
こ
の
観
点
か
ら
こ
の
の
一
つ
、
例
え
ば
〔
薙
〕
の

土、
宇
一
…
荻
↓
佳
也
。
(
と
り
)

(
く
さ
)

と
な
る
。

ま
た
、
@
経
義
を
同
じ
く
し
て
、
更
に
別
義
が
あ
る
と
い
う

時
、
区
別
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

〔
高
〕
の
場
合
は
、

字
義
・
経
義
↓
州
内
也
。
(
く
さ
)

別
義
1v
一
回
転
倒
ビ
。
(
酒
)

と
な
る
。

な
お
、
ま
た
付
け
加
え
れ
ば
、
段
注
と
向
様
な
指
摘
は
、
王
鋳

『
説
文
釈
例
』
で
も
「
説
解
変
例
」
の
項
で
と
り
あ
げ
て
い
る
。

〔
惇
〕
で
、

( 3 ) 

口
宍
也
。

経
義
↓
毛
博
、
重
運
之
貌
。

で、

字
義
↓
致
言
也
。



経
義
↓
毛
博
、
衆
多
也
。

な
ど
の
場
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
字
形
の
問
題
で
な
け
れ
ば
、
別
の
何
ら
か
の
問
題
が

あ
っ
て
詩
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
字
形
の
問
題
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
に
所
引
詩
の
字
例
を
覆
っ
て
い
る
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
附
表
参
照
。

こ
の
実
態
は
、
ど
こ
に
そ
の
現
象
の
理
由
を
求
め
た
ら
よ
い
か
。

勿
論
、
前
述
の
十
日
人
の
「
不
煩
改
字
」
が
背
景
に
は
あ
る
。

段
注
説
文
の
〔
饗
〕
の
項
を
ひ
も
解
く
と
、

。
説
文
↓
食
欝
及
饗

O
今
木
、
詩
、
脇
氏
七
月
↓
六
月
食
欝
及
真
。

O
段
注
↓
宋
、
掌
婦
問
錫
@
蘇
頒
皆
云
、
韓
詩
六
月
食
鯵
及
程
。

於
詩
主
毛
市
不
駿
三
家
也
。

と
あ
る
。

玉
随
山
一
周
輯
伏
書
に
の
こ
の
部
分
は
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、

段
玉
裁
が
「
説
文
で
は
毛
詩
を
主
と
す
る
が
、
一
二
家
詩
を
も
捨
て
な

い
」
と
す
る
見
解
に
は
賛
成
で
、
こ
こ
に
こ
そ
説
文
に
字
形
の
問
題

の
比
章
一
の
大
き
さ
の
置
か
れ
る
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
例
の
場
合
、
押
韻
上
は
現
行
の

古
音
分
部
上
「
幽
」
部
で
あ
る
か
ら
、

英
萩
稲
泊
諮
(
押
韻
字
列
)

〔英〕

の
方
が
、

幽
幽
幽
幽
幽
(
上
古
音
所
属
部
)

こ
れ
が
最
も
美
し
く
、
〔
雀
〕
〔
莫
〕
と
も
に
麗
韻
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
許
慎
時
代
に
、
つ
い
許
慎
が
韓
詩
に
従
っ
て
誤
認
し
て
し
ま
っ
た

の
で
は
、
あ
る
が
。

誤
認
は
誤
認
と
し
て
、
た
だ
、
こ
こ
に
は
自
由
に
言
語
の
問
題
と

し
て
字
典
を
編
集
し
て
い
る
許
慎
の
態
度
を
評
儲
す
べ
き
で
あ
ろ

。

〉
勺
ノ

以
上
、
字
形
の
重
要
視
す
べ
き
こ
と
を
桝
J

部
の
実
態
で
示
し
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
な
お
、
字
形
を
考
察
す
る
う
ち
気

付
い
た
、
『
説
文
解
字
詰
林
』
の
収
め
る
諸
注
の
い
ず
れ
も
が
見
落

と
し
て
い
る
次
の
二
慨
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。

い
ず
れ
も
『
慧
琳
一
切
経
音
義
』
か
ら
で
あ
る
が
、

〔
機
〕
に
つ
い
て
音
義
九
十
九
巻
三
十
三
一
設
に
、

〔
機
羅
〕
毛
詩
侍
云
、
機
織
猶
繊
織
也
。

〔
狩
〕
に
つ
い
て
音
義
九
十
九
巻
二
十
一
表
に
、

〔
浮
磐
〕
設
文
従
水
字
斡
。
集
、
従
手
作
拝
。
一
音
蒲
蒋
反
。
韓
詩

一
五
、
持
緊
也
。

と
あ
り
、
説
文
が

〔
撤
〕
好
手
貌
。
詩
誌
、
織
機
女
手
。

と
す
る
〔
機
〕
は
、
こ
れ
こ
そ
毛
詩
の
原
来
の
字
形
で
あ
っ
て
、
今

本
毛
詩
、
毛
詩
伝
と
も
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
壬
鋳
『
匂

( 4 ) 



も
一
寸
一
口
う
伝
写
の
ミ
ス
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

〔
狩
〕
に
つ
い
て
も
段
注
説
文
が
、

〔
拝
〕
引
忠
一
也
。
詩
日
、
原
間
関
狩
失
。

と
す
る
〔
持
〕
は
、
今
木
毛
詩
、
毛
詩
伝
と
も
〔
哀
〕
と
し
て
し
ま

っ
て
い
る
、
が
、
許
慎
は
突
は
韓
詩
に
依
っ
て
い
た
の
で
あ
る
こ
と
が

阿
っ
た
。

周
易
、
謙
卦
の
『
経
典
釈
文
』
に
、

〔
哀
〕
鄭
・
荷
・
輩
・
街
才
作
弁
。
一
五
取
也
。

と
あ
る
点
に
若
田
し
て
、
段
玉
裁
は
〔
哀
〕
が
〔
持
〕
の
都
字
で
あ

る
と
一
一
一
一
口
い
、
王
鈎
『
句
読
』
は
、
郵
玄
・
荷
爽
@
輩
鈎
ら
が
僅
か
に

伝
統
の
〔
拝
〕
を
守
り
、
後
漢
に
は
も
う
〔
哀
〕
の
字
が
写
経
者
に

よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

沈
兼
土
『
広
韻
戸
系
』
を
見
て
も
〔
哀
〕
と
一
系
を
な
す
も
の
、

た
だ
特
殊
な
一
宇
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
事
実
か
ら
も
、
〔
哀
〕
が
正

統
を
は
ず
れ
た
俗
体
で
あ
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。

後
漢
和
一
問
、
儒
林
伝
を
眺
め
て
い
る
と
甲
儒
は
韓
詩
に
従
い
、
乙
儒

は
毛
詩
と
、
そ
れ
ぞ
れ
門
戸
の
見
を
建
て
て
い
て
、
張
曹
鄭
列
伝
、

に
も
言
う
、

守
文
之
徒
、
滞
回
所
前
一
問
、
異
端
紛
伝
、

家
。
家
有
数
説
、

後
生
疑
而
真
正
。

互
相
詫
激
、
途
令
経
有
数

学
徒
第
而
少
功
。

と
い
う
あ
り
さ
ま
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
許
慎
、

回
せ
や
す
、
紛
伝
と
乱
れ
る
字
形
の
整
理
に

か
が
え
る
。

つω
、

説
文
は
一
家
の
説
に
滞

で
あ
っ
た
こ
と
が
う

今
文
十
日
文
説

字
形
の
問
題
と
被
然
と
分
け
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
が
、
し
か
し
、

質
的
に
は
よ
り
礼
制
、
ひ
い
て
は
思
想
と
の
絡
み
を
強
め
る
側
面
と

し
て
の
今
文
古
文
説
は
、
所
引
詩
の
様
態
に
い
か
に
投
影
さ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
次
に
は
考
え
よ
う
。

張
震
沢
の
近
著
『
許
慎
年
詩
』
(
一
九
八
六
、
遼
寧
大
出
版
社
)
で
は
、

許
慎
四
十
五
歳
、
永
初
五
年
(
西
暦
二
一
)
を
も
っ
て
『
五
経
奥
義
』

成
立
年
と
し
、
時
に
、
説
文
は
い
ま
だ
正
定
せ
ず
、
改
訂
を
続
け
て

い
た
も
の
と
見
て
い
る
。

今
、
便
宜
、
『
五
経
奥
義
』
の
と
り
あ
げ
る
点
に
従
っ
て
話
題
を

拾
う
。

( 5 ) 

〔
禰
〕
或
体
〔
蕗
〕

O
『
奥
義
』
所
引

韓
詩
説
↓
金
器
、
大
夫
器
也
。
(
『
玉
函
』
に
な
し
)

毛
詩
説
↓
金
問
器
、
酒
器
也
。

許
説
↓
韓
者
取
雲
雷
博
施
如
人
君
下
及
諾
臣
。

O
毛
伝
↓
島
、
祭
器
。



0
説
文
↓
亀
呂
酒
傘
、
刻
木
作
雲
議
象
、
施
不
窮
也
。
禰
或
従
倍
。

右
で
判
る
よ
う
に
、
『
奥
義
』
で
は
〔
凶
器
〕
器
が
、
「
大
夫
」
に
限
定

さ
れ
る
韓
詩
説
に
疑
問
を
示
し
、
「
人
君
」
と
い
う
言
い
方
を
用
い

て
い
る
。
更
に
、
説
文
、
『
奥
義
』
で
は
、
雷
雲
の
文
様
が
刻
ま
れ

て
い
る
点
に
力
点
を
設
い
て
説
か
れ
る
。

〔翠〕

O
司
異
義
』
所
引

公
羊
説
↓
架
高
舞
以
鴻
羽
。
取
其
動
軽
一
挙
千
里
。

斡
詩
説
↓
以
夷
狭
大
鳥
羽
。
(
『
玉
函
』
に
な
し
)

毛
詩
説
↓
高
以
程
弱
。

午叫
U
ん

i
室
、
同
年
包
。

ニコ
H
H

一一コ
H

-

Z
イ
・
・
・
-
ノ
ノ
、

4
吹
グ
斗
L

。
毛
伝
↓
濯
、
忍
羽
也
。

↓
程
、
雑
属
也
。

O
説
文
↓
山
維
也
。

斡
詩
説
は
が
〔
玖
〕
と
同
音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

秋
〕
の
〔
秋
〕
の
仮
借
と
克
る
も
の
で
あ
る
が
、
許
慎
は
そ
れ
に
反

対
し
、
公
羊
説
の
一
一
一
一
口
う
」
説
も
否
定
し
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

・
説
文
と
も
に
を
「
雑
子
」
の
意
味
に
確
定
し
て
い

る。
。
，-， 

鰯
)提
¥一一J
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韓
魯
詩
説

i
天
子
掌
鳥

疏
引
)

毛
詩
説

i
義
獣
。
白
虎
刷
所
文
、
食
自
死
之
内
、
不
食
生
物
。

O
毛
伝
↓
義
獣
也
。
白
虎
黒
文
、
不
食
生
物
者
也
0

0
説
文
↓
賜
虞
也
。
白
虎
間
一
一
…
文
、
尾
長
於
身
。
仁
獣
也
。
食
自
死
之

内
。
詩
日
子
一
控
乎
脇
虞
。

(
周
礼
、
中
一
令
官
、
鐙
師
、
買
公
彦

以
上
の
三
例
は
比
較
的
明
瞭
に
今
古
文
説
に
差
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
ま
た
説
文
に
投
影
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

と
き
に
は
〔
航
〕
に
お
け
る
毛
詩
説
の
否
定
や
、
直
接
、
毛
詩
に

も
出
て
来
ず
、
説
文
で
も
と
り
あ
げ
な
い
が
、
『
玉
函
』
所
収
の

2皆

詩
故
』
で
は
詳
説
さ
れ
る
「
聖
人
に
父
な
く
、
天
に
感
じ
て
生
ま

る
」
説
の
否
定
姿
勢
に
は
、
許
慎
の
合
理
的
科
学
的
通
儒
の
精
神
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

所
引
春
秩
伝
の
場
合
に
は
、
今
古
文
説
絡
み
の
も
の
が
多
く
、
し

か
も
そ
れ
を
両
説
併
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
と
比
較
し
た
ら
、

本
費
、
文
学
作
品
た
る
詩
経
の
場
合
に
は
、
は
る
か
に
事
例
数
が
低

く
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

丹
、

υ

、

( 6 ) 

上
述
の
よ
う
に
は
道
光
皮
戊
(
一
八
五
O
)
に
、
『
毛
詩
重
一
一
一
口
』

の
鋭
い
分
析
を
提
示
し
て
い
る
。

で
王
は
、
詩
は
詠
歎
す
る
の
を
本
質
と
す
る
た
め
、
他
経
に



比
し
て
重
一
一
言
が
多
い
と
し
、
そ
れ
は

の
本
一
殺
を
踏
ま
え
ず
、
た
だ
、
者
の
響
き
に
章
一
点
を
泣
く
こ
と
を

専
ら
と
す
る
も
の
、

「
関
関
」
「
鴻
潟
」
の
類
。

@
本
義
を
引
伸
し
な
が
ら
、
別
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
創
出
す
る
も

の、「
熔
熔
」
「
活
活
」
の
類
。

。
詩
本
文
で
は
単
詞
で
は
あ
る
が
、
伝
築
で

さ
れ
る
も
の
、

っ
て
解
釈

「
濠
」
「
汎
」
の
類
。

と
い
う
分
類
法
で
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
上
中
下
の
各
篇
に
分
類
掲
示

し
て
見
せ
た
。

こ
れ
を
襲
う
よ
う
に
し
て
は
、
近
著
、
朱
広
那
の
司
詩
経
双
音
詞

論
稿
』
(
一
九
八
五
、
河
内
人
民
出
版
社
)
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
朱
広
郡
は
、
詩
経
の
重
言
は
す
べ
て
形
容
詞
と
見
な
し
て
よ

ろ
し
い
と
し
て
語
法
上
の
問
題
も
検
討
し
て
い
る
。

小
論
で
も
王
持
『
重
言
』
の
④
@
と
も
に
形
容
認
と
し
て
扱
う
が

レ
ム
ノ
¥
、

調状定
三G.号五ヨL

↓↓↓  
維粛 !Tm
葉踊腕
莫管Il在
英征鳩

補
一
泊
iv鳥
鳴
側
首
慨
に

な
ど
状
態
形
容
詞
の
機
能
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
と
考
え
る
。

朱
徳
照
早
川
法
講
義
』
〈
一
九
八
凶
、
商
務
印
書
館
)
で
は
重
畳
構
造
を

多
面
的
に
現
代
語
に
つ
い
て
追
究
し
て
い
る
。
朱
徳
間
…
は
重
畳
形
容

詞
が
状
態
形
待
罰
と
な
る
と
し
て
、
そ
の
意
味
機
能
面
は
、
一
般
の

性
質
形
待
詞
に
比
し
、
暫
時
的
変
化
の
色
彩
を
帯
び
動
態
的
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

王
均
『
重
一
一
一
こ
の
④
は
擬
態
語
・
擬
声
語
の
類
で
あ
る
が
、
@
@

と
も
に
重
言
の
意
味
機
能
に
は
よ
り
動
態
的
な
越
が
あ
る
。

た
だ
し
、
@
の
よ
う
な
場
合
、
現
代
語
の
形
容
詞
重
畳
に
比
し
、

語
素
(
つ
ま
り
一
字
)
と
単
語
す
な
わ
ち
重
言
と
の
質
的
差
が
大
き

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

車
内
↓
あ
お
い
青
青
iv
美
し
い
さ
か
り
の
さ
ま

縞
iv
あ

つ

い

焔

焔

l
y
も
え
さ
か
る
さ
ま

4
1

連
語

ふ
つ
う
連
綿
字
に
は
@
双
声
連
綿
字
@
畳
韻
連
綿
字
の
双
声
兼
畳

韻
連
綿
字
@
非
双
戸
畳
韻
連
綿
字
(
鶴
鵡
・
璃
硝
・
姑
短
)
と
@
同

音
重
畳
連
綿
字
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
③
は
前
節
の
よ
う
に

『
重
言
』
と
し
て
伝
統
的
名
称
に
従
っ
て
論
じ
た
。
ま
た
の
の
場
合

は
き
わ
め
て
少
な
い
。

説
文
は
字
形
を
整
理
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、

( 7 ) 

一
解
と
な



る
。
そ
れ
を
超
え
る
双
音
節
一
の
例
は
処
理
の
範
屈
を
超
え
て
し

ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
経
典
引
用
の
必
要
が
生
ま

れ
、
と
り
わ
け
詩
経
が
そ
れ
に
遊
し
い
こ
と
に
な
る
。

@
双
戸
連
綿
字

〔
誰
〕
戯
也
。
詩
日
子
一
点
同
戯
諺
令
。

〔
潟
〕
潟
務
。
短
嫁
犬
也
。
詩
日
載
猿
潟
論
。

〔
津
〕
津
波
。
風
寒
也
。
詩
日
一
之
日
津
波
。

@
畳
韻
連
綿
字

〔
十
九
〕
克
蘭
。
莞
也
。
詩
臼
克
関
之
校
。

〔
裟
〕
舞
也
。
詩
臼
市
也
繋
裟
o

e非
双
声
畳
韻
連
綿
字

〔
虞
〕
附
湖
底
也
。
白
虎
盟
一
文
、
尾
長
於
身
仁
獣
也
。
食
自
死
之
内
。

詩
日
子
嵯
鰯
践
。

〔
械
〕
帝
高
辛
之
妃
。
俣
母
披
也
。
詩
日
有
賊
方
将
。

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
例
し
て
み
た
。
な
お
詩
中
で
は
リ
ノ
ズ

ム
の
関
係
か
ら
か
、
連
誌
に
は
な
ら
な
い
が
、
毛
伝
で
は
連
語
あ
っ

か
い
す
る
も
の
が
あ
る
。

〔
連
〕
行
不
相
通
也
。
詩
日
挑
今
達
今
。

毛
停
、
挑
達
、
往
来
相
見
貌
。

〔
嬬
〕
顕
也
。
詩
日
腕
今
嫡
令
。

〔
嬰
〕
結
文
。

毛
博
、
腕
矯
、
少
好
貌
。

〔
矯
〕
女
黒
色
也
。
詩
日
檎
今
蔚
今
。
(
今
作
十
宙
開
)

毛
停
、
落
田
蔚
、
雲
輿
貌
。

な
ど
も
連
語
の
節
に
含
め
て
考
え
る
の
が
よ
い
と
思
う
。

と
も
か
く
、
『
磁
雅
』
に
あ
っ
て
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
重
言
・

連
語
の
辞
書
編
集
上
の
限
界
と
そ
の
克
服
の
工
夫
が
、
所
引
詩
の
中

に
解
決
を
求
め
る
と
い
う
方
法
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

5
、
押
韻

す
で
に
第
1
節
〔
産
〕
の
項
で
も
問
題
と
し
、
字
形
の
問
題
と
も

深
く
関
る
が
、
こ
こ
で
は
所
引
詩
が
韻
文
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、

ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
押
韻
の
問
題
が
あ
る
。

〔
玖
〕
石
之
次
玉
。
黒
色
者
。
詩
日
始
我
倒
玖
。
譲
若
苫
。
或
臼
、

若
人
匂
脊
之
句
。

こ
こ
に
引
く
詩
は
、
王
風
「
丘
中
有
麻
」
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の

押
韻
字
を
列
挙
す
れ
ば
、

第
一
連
、
腕
嵯
嵯
施
(
上
古
都
)
歌
歌
歌
歌

第
二
速
、
妻
閥
劉
食
(
上
古
部
)
之
之
之
之

第
三
連
、
李
子
子
玖
(
上
吉
部
)
之
之
之
之

と
な
る
。
上
古
音
分
部
は
清
、
江
有
詰
『
諸
声
表
』
に
依
る
。

〔
玖
〕
が
押
韻
す
る
例
は
、
詩
に
あ
と
一
例
あ
り
、
衛
風
「
木
瓜
」

( 8 ) 



(
上
古
部
)
魚
魚
制
御

(
上
古
部
)
背
管
幽
幽

(
上
古
部
)
之
之
幽
幽

第
一
連
、
瓜
斑
報
好

第
二
述
、
桃
璃
報
好

第
三
連
、
李
玖
報
好

と
し
て
表
わ
れ
て
く
る
。

説
文
で
許
慎
は
〔
玖
〕
を

さ
ら
に
ま
た
、
あ
る
人
は
「
匂
脊
」
の

紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
一
一
一
一
口
語
史
上
の
問
題
は
い
か
に
考
え
る
か
、

〔
玖
〕
上
古
、
之
部
、
中
古
上
戸
有
韻

〔
芭
〕
上
古
、
之
部
、
中
古
上
声
止
韻

〔
匂
〕
上
古
、
侯
部
、
中
古
平
声
侯
韻 の

よ
う
に
発
音
す
る
と
述
べ
、

〔
匂
]
の
よ
う
に
読
む
と
も

本
事
例
は
上
古
中
国
誌
の
之
部
合
口
は
、
牙
喉
一
脂
音
を
条
件
と
し

て
、
中
古
音
流
摂
韻
に
推
移
し
た
と
い
う
音
韻
変
化
の
大
き
な
流
れ

を
背
景
に
し
て
観
察
す
る
と
き
、
よ
く
理
解
で
き
る
。

こ
の
変
化
は
前
漢
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
か

つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
(
『
上
古
中
国
語
の
之
部
合
口
音
に
つ
い

て
ー
そ
の
音
韻
推
移
と
音
価
再
構
』
・
一
九
七
O
)

ち
ょ
う
ど
推
移
過
程
中
の
混
乱
を
説
文
は
よ
く
と
ら
え
て
観
察

し

、

よ

り

古

態

の

発

音

に

規

範

化

の

せ

て

い

る

の

が

め
る
。〔
婚
〕
含
怒
也
。

一
日
難
知
也
。

日
碩
大

こ
れ
は
今
、
陳
風
「
沢
肢
」
に
一
例
の
み
用
例
が
あ
る
。

第
一
連
破
荷
人
何
潟
花

O
歌
O
歌
O
歌

第
二
連
政
陪
人
程
桂
川
侶

O
元
O
元
O
元

第
三
連
政
苔
人
織
局
枕

O
談
O
談
O
侵

こ
の
よ
う
に
第
三
速
に
今
本
は
〔
織
〕
の
字
形
で
表
わ
れ
る
。
『
説

文
繋
伝
』
は
、
こ
の
引
詩
は
「
読
若
」
で
あ
る
と
逃
げ
て
し
ま
う
。

王
錆
『
句
読
』
も
指
摘
の
よ
う
に
、
〔
婚
〕
に
作
る
の
は
韓
詩
で

あ
り
『
斡
詩
故
』
に
は
、
実
際
、

碩
大
旦
嬬
太
平
御
覧
巻
三
百
六
十
八
と
あ
ワ
、

そ
の
太
平
御
覧
に
は
、

日
、
婚
重
鋲
世
。
五
検
一
長
。

く9) 

と
あ
る
。

〔
苔
〕
は
「
菌
十
月
ど
と
い
う
畳
韻
語
の
語
形
で
、
「
沢
阪
」
に
は
出

て
く
る
。

ま
た
、
〔
菌
〕
の
つ
く
り
を
共
有
す
る
〔
溜
〕
は
、

小
雅
「
巧
言
:
一
で
、

溜
議
(
上
古
部
)
談
談

と
の
押
韻
例
が
出
て
く
る
に
過
ぎ
な
い
。

〔
矯
〕
に
お
け
る
詩
の
引
用
は
、
本
義
で
も
一
日
義
で
も
な
い
、

第
三
の
意
味
、
重
顕
(
二
重
あ
ご
)
の
用
法
が
あ
る
こ
と
を
示
す
の



が
主
弓
的
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
収
一
層
韻
に
材
料
乏
し
く
、
合

韻
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
押
韻
例
を
、
談
・
侵
い
ず
れ
の

部
と
認
定
す
る
か
の
問
題
も
潜
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
江
有
詰
の
『
諮
戸
表
』
に
お
け
る
談
・
侵
分
部
も
暫
定
的
な
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

6
、
所
引
春
私
伝
と
の
差
異

詳
細
は
前
述
拙
稿
『
説
文
所
引
春
秋
伝
試
釈
』
で
述
べ
た
が
、
説

文
で
、〔
有
〕
不
宣
有
也
。

春
秩
博
日
、
日
月
有
食
之
。

と
〔
有
〕
を
説
く
に
「
不
宣
有
也
」
(
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
)
と
い

う
不
思
議
な
解
は
、
そ
れ
が
突
は
寅
法
『
春
秋
左
氏
伝
解
詰
』
の
、

桓
悪
市
有
年
壁
、
異
之
也
。
号
一
口
有
非
其
所
立
有
。

(
桓
公
が
思
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
豊
年
だ
っ
た
の
で
異
変
と
見

た
。
「
有
」
と
一
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
豊
年
が
有
る
べ
き
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
)

を
承
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

天
人
合
一
観
は
そ
の
災
兵
思
想
に
お
い
て
、
董
仲
釘
が
君
主
権
の

放
時
を
規
制
す
る
た
め
考
案
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

「
聖
人
に
父
な
く
、
天
に
感
じ
て
生
ま
る
」
説
を
否
定
す
る
許
慣

が
、
こ
の
(
有
〕
で
は
、
そ
の
災
異
思
想
の
残
浮
を
引
き
ず
っ
て
い

る
わ
け
で
、
こ
れ
は
の
ち
杜
預
言
春
秋
釈
例
』
に
至
っ
て
批
判
さ
れ

る。
こ
の
一
例
で
も
判
る
よ
う
に
、
徴
言
大
義
・
一
字
褒
院
の
春
秋
伝

の
引
用
の
場
合
に
は
、
い
き
お
い
か
の
白
虎
観
論
義
に
も
連
な
る
す

ぐ
れ
て
政
治
的
・
思
想
的
・
倫
理
観
的
議
論
が
、
説
文
に
も
投
影
さ

れ
て
い
る
の
で
L

あ
る
。

そ
れ
に
比
較
す
る
と
き
、
一
昨
引
詩
の
問
題
は
よ
り
言
語
学
的
(
文

字
論
・
音
韻
論
)
・
文
学
的
(
重
言
連
語
な
ど
の

づ
く
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
文
心
離
龍
』
に
、

人
商
一
ボ
七
情
、
態
物
斯
感
、
感
物
吟
士
心
。

(
人
は
七
情
を
う
け
て
生
ま
れ
、
外
物
に
感
応
し
そ
の
思
い
を
口

に
吟
詠
す
る
)

と
言
う
。

「
説
文
所
引
詩
・
春
秋
伝
対
照
表
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
重
一
一
一
一
[

連
語
槻
は
心
部
に
お
い
て
、
詩
を
引
用
す
る
こ
と
多
く
七
情
表
出
に

か
か
わ
り
、
同
じ
く
口
部
に
お
い
て
詩
を
引
用
す
る
こ
と
多
く
吟
詠

方
法
の
情
況
を
よ
く
反
映
す
る
。

逆
に
春
秋
伝
に
多
く
頼
る
の
は
地
名
で
あ
っ
て
、
邑
部
に
お
い
て

の
引
用
ゼ
ロ
と
よ
く
対
比
す
る
。

説
文
一
市
引
の
は
四
百
二
十
余
例
、
春
秋
伝
は
百
八
十
例
、
こ
れ

( 10 ) 



は
そ
の
母
体
総
字
数
と
そ
れ
ぞ
れ
比
率
を
算
出
す
る
ま
で
も
な

く
、
詩
の
引
用
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。
そ
の
た
め
そ
れ
ら
し
い
傾
J

内

を
顕
示
す
る
た
め
、
比
較
的
所
属
字
総
数
の
多
い
部
首
か
ら
ア
ト
ラ

ン

ダ

ム

に

選

び

た

し

た

で

あ

る

。

f麦

五口"==n" 

資
侃
は
「
む
か
し
は
竹
簡
が
繁
章
一
で
そ
ん
な
も
の
手
に
入
れ
難
く

経
学
に
通
じ
た
郎
か
ら
口
移
し
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
故
に
そ

の
後
、
書
写
す
る
と
い
う
と
き
に
数
体
の
字
形
の
出
況
を
見
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
例
え
ば
、
説
文
の
〔
詰
〕
に
「
詩
日
一
品

訓
」
と
あ
る
の
を
段
玉
裁
が
「
告
之
話
一
一
一
口
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る

な
ど
は
、
こ
れ
は
校
一
訂
に
甚
だ
熱
心
と
は
言
え
る
が
多
事
(
よ
け
い

ご
と
)
を
し
て
と
言
う
を
免
れ
な
い
」
『
文
字
戸
韻
訓
話
筆
記
』
(
一

九
八
三
、
上
海
古
籍
出
版
〉
と
述
べ
て
い
る
。

ア
ヘ
ン
戦
争
を
よ
そ
に
王
篤
は
コ
利
文
釈
例
』
を
も
の
し
て
段
玉

裁
「
通
例
L

を
整
理
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
精
義
に
乏
し
か
ら
ず
顕
徴

鏡
で
「
京
山
の
小
」
な
る
を
見
る
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

小
論
は
そ
の
た
め
逐
字
の
詳
察
は
こ
れ
を
抑
え
、
注
釈
も
付
せ

ず
、
一
つ
の
小
さ
な
鋭
で
説
文
の
一
一
側
市
を
映
し
て
み
た
。
も
と
よ

り
虚
像
に
陥
る
こ
と
恐
れ
な
い
で
は
な
い
。

(
金
沢
大
学
)

説
文
所
引
詩
・
春
秋
怯
対
無
表
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